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[ハイライト] ①新年度の世界穀物需給見通しは５月以来触れてるようにコー
ン/大豆を筆頭に生産/消費/貿易量とも前年から拡大し多くは史上最高の数値を
示しており、今回も UDSA 見通しに大きな変化はなく波瀾のない平穏な状況で
ある。②その背景にあるのは、各国とも７月末の作況指数が一部を除けば好調で
大きな波乱が見当たらず、2013 年以来８年連続の豊作の可能性が高まっており
穀物全体で 27.3 億㌧（前年比+2.4％）、大豆は 3.7 億㌧（同+9.8％）と合計すれ
ば 31 億㌧という歴史的な数字を達成しそうである。米国主要 18 州では 7/20 現
在作況指数は「優」「良」合せて 69％と昨年同期 57％を大きく上回っている。 
③マーケットも供給が全体的に潤沢なことから、各品目とも押しなべて低位安
定であり、８月第一週シカゴ終値は小麦は５㌦を割り＄4.96/bu、コーンは昨年
同期より１㌦近く低い＄3.08/bu、大豆は昨年同期より若干上回っているが 9 ㌦
を切って＄8.70/bu と世界的な旱魃に襲われた 2012 年に比べればおよそ半値の
レベルであり、ある意味面白みのない展開である。④しかしながら、何の不安も
なくこのまま 2020/2021 穀物年度は順調にいくのだろうか？新型コロナに端を
発する景気後退、サバクトビバッタによる作物被害、中国の長江流域の大洪水、
欧州旱魃、ASF（アフリカ豚熱）の再発、アマゾン森林火災、その他気候動によ
る予測外の大災害による減収等、微妙な自然バランスの上に立つ農業を巡る環
境変化は即収穫に影響することに常に留意する必要がある。➄中国税関発表に
よれば同国の大豆の上半期（1-6 月）輸入数量は 4,504 万㌧と前年比 17.7％増、
うち BRA は 3,255 万㌧（+19.2％）と米国の 924 万㌧を大きく上回っている。
また、BRA 開発商工省によると７月の同国の穀物輸出数量は大豆 1,037 万㌧、
コーン 415 万㌧、計 1,453 万㌧と 5 か月連続で前年を上回り好調である。 
 
１、世界穀物需給の概要（大豆除く） 

① 生産量：2,731 百万㌧（前年比 2.5%増、前月比±0） 
② 消費量：2,704 百万㌧（前年比 2.0%増、前月比±0） 
③ 貿易量： 453 百万㌧（前年比 3.4%増、前月比 0.1%増） 

２、とうもろこし 
 ① 生産量：1,171 百万㌧（前年比 5.3%増、前月比 0.1%増） 

② 消費量：1,164 百万㌧（前年比 3.9%増、前月比±0） 
③ 貿易量： 185 百万㌧（前年比 7.9%増、前月比 1.2%増） 
④ 概 況：世界生産量は米国単収が史上最高となり前年比 5.3％増と史上最

高の見通し。BRA も 107 百万㌧と史上最高の勢いである。消費面では新型
コロナによる景気後退等の不確定要因がある。    

価格は＄3.08/Bu（前年$4.00/Bu、前月$3.43/Bu)と前月比¢35 下落した。 
３、小 麦 

① 生産量：766 百万㌧（前年比 0.3%増、前月比 0.4%減）  
② 消費量：750 百万㌧（前年比 0.4%増、前月比 0.2%減） 
③ 貿易量：188 百万㌧（前年比 1.1%減、前月比±0） 
➃ 概 況 : 世界生産量は EU/米国等における冬小麦減産はあったが豪州/ロ

シア等の増産もあり史上最高となる見通し。消費量も中国/インド等で増加
し市場最高となる見込み。貿易量も伸びており前年並みとなる見通し。 
価格は＄4.96/Bu（前年$4.91/Bu、前月$4.90/Bu)と前月比¢6 上昇した。 

４、大 豆 
 ① 生産量：370 百万㌧（前年比 9.8%増、前月比 2.2%増） 

② 消費量：368 百万㌧（前年比 4.5%増、前月比 1.2%増） 
③ 貿易量：165 百万㌧（前年比 0.5％増、前月比 2.4%増） 
④ 概 況 : 前月同様、生産量は米国の生産回復（97⇒120 百万㌧）と BRA
の増産（124⇒131 百万㌧）等による史上最高の見通しは変わらず。注目の中
国輸入見通しは 99 百万㌧と前年 89 百万㌧から大幅増。一方、米中貿易の
「第一段階合意」により農業分野は今年 125 億㌦、来年 195 億㌦、合計 320
億㌦の増加としていたが米中対立激化から不透明感が漂う。  
価格は＄8.70/Bu（前年＄8.50/Bu、前月$8.93/Bu）と前月比¢23 下落した。 
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生産量 総供給量 貿易量 総使用量 期末在庫量 期首在庫 生産量 輸入量 国内計 輸出量 期末在庫量
2018/19 2,625 3,448 429 2,640 808 世界計 7月 99.67 362.52 158.02 363.56 161.58 95.08
2019/20 2,666 3,474 438 2,650 824 8月 95.85 370.40 162.49 367.90 165.49 95.36
2020/21 7月 2,730 3,551 451 2,704 847 アメリカ 7月 16.87 112.54 0.41 62.46 55.79 11.56

8月 2,731 3,554 453 2,704 850 8月 16.73 120.42 0.41 63.14 57.83 16.59
2018/19 731 1,019 174 735 284 アルゼンチン 7月 26.00 53.50 3.60 50.20 6.50 26.40
2019/20 764 1,048 190 747 301 8月 25.70 53.50 4.00 50.20 7.50 25.50
2020/21 7月 769 1,066 188 752 315 ブラジル 7月 22.77 131.00 0.15 47.65 83.00 23.27

8月 766 1,067 188 750 317 8月 19.10 131.00 0.15 47.25 84.00 19.00
2018/19 1,397 1,768 212 1,421 347 中国 7月 27.25 17.50 96.00 113.40 0.10 27.25
2019/20 1,406 1,753 207 1,412 341 8月 27.26 17.50 99.00 116.40 0.10 27.26
2020/21 7月 1,458 1,800 218 1,454 347 EU 7月 1.63 2.60 14.90 17.36 0.20 1.57

8月 1,465 1,806 221 1,457 348 8月 1.98 2.75 14.90 17.43 0.20 2.00
2018/19 360 459 148 346 113
2019/20 337 450 165 354 96
2020/21 7月 363 462 162 364 99

8月 370 466 165 368 98

期首在庫 生産量 輸入量 国内計 輸出量 期末在庫量 期首在庫 生産量 輸入量 国内計 輸出量 期末在庫量
世界計 7月 311.95 1,163.21 176.86 1,160.12 182.45 315.04 世界計 7月 297.12 769.31 183.27 751.59 188.04 314.84

8月 311.30 1,171.03 178.94 1,164.87 184.66 317.46 8月 300.91 766.03 183.73 750.14 187.99 316.79
アメリカ 7月 57.10 381.02 0.64 316.88 54.61 67.26 アメリカ 7月 28.41 49.63 3.81 30.35 25.86 25.65

8月 56.59 388.08 0.64 318.79 56.52 70.01 8月 28.41 50.01 3.54 30.24 26.54 25.19
アルゼンチン 7月 1.87 50.00 0.01 15.00 34.00 2.88 アルゼンチン 7月 1.69 21.00 0.01 6.20 14.50 2.00

8月 1.87 50.00 0.01 15.00 34.00 2.88 8月 1.69 20.50 0.01 6.20 14.00 1.99
ブラジル 7月 5.49 107.00 1.50 68.00 38.00 7.99 オーストラリア 7月 3.54 26.00 0.20 7.05 17.50 5.19

8月 5.49 107.00 1.50 68.00 38.00 7.99 8月 3.49 26.00 0.20 7.00 17.50 5.19
EU 7月 7.23 68.30 23.00 87.00 4.20 7.33 カナダ 7月 5.46 34.00 0.45 9.80 24.50 5.61

8月 7.23 67.80 25.00 89.00 3.70 7.33 8月 5.26 34.00 0.45 9.70 24.50 5.51
日本 7月 1.44 0.00 16.00 16.00 0.00 1.45 EU 7月 11.82 139.50 5.50 118.30 27.00 11.52

8月 1.44 0.00 16.00 16.00 0.00 1.45 8月 15.36 135.50 5.50 117.30 25.50 13.56
中国 7月 204.07 260.00 7.00 277.00 0.02 194.05 中国 7月 151.16 136.00 6.00 130.00 1.00 162.16

8月 204.07 260.00 7.00 277.00 0.02 194.05 8月 151.68 136.00 6.00 130.00 1.00 162.68
ウクライナ、 7月 1.54 54.30 0.06 16.00 37.40 2.49 インド 7月 24.00 107.18 0.03 99.50 1.00 30.71
ロシア 8月 1.75 54.80 0.06 16.20 37.90 2.50 8月 24.00 107.18 0.03 99.50 1.00 30.71

ロシア 7月 7.28 76.50 0.50 40.50 36.00 7.78
脚注１：粗粒穀物はとうもろこし、マイロ、大麦、燕麦、ライ麦等の計で約８０％がとうもろこしである。 8月 7.48 78.00 0.50 40.50 37.50 7.98
脚注２：年度は穀物年度。地域・作物により異なる。例：アメリカ産とうもろこし、大豆：９月～8月。 ウクライナ 7月 1.25 26.50 0.08 8.80 17.50 1.52
脚注３ ：ウクライナ、ロシアは両国の合計。 8月 1.16 27.00 0.08 8.60 18.00 1.63
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